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部落解放研究関係文献目録<資料＞119 
石
元
清
英
「
部
落
実
態
調
査
と
調
査
票
Ｉ
「
京
都
府
部
落
解
放
実
態
調
査
』

を
終
え
て
」
（
「
こ
ぺ
ろ
』
九
三
号
、
９
月
）

石
元
清
英
「
戦
後
日
本
農
業
の
展
開
と
農
村
部
落
（
上
）
」

（
『
ひ
ょ
う
ご
部
落
解
放
』
二
○
号
、
９
月
）

北
川
鉄
夫
「
く
ぷ
ら
く
西
・
東
〉
同
和
要
求
見
ら
れ
ぬ
東
京
都
昭
島
市
」

（
『
国
民
融
合
通
信
』
一
三
五
号
、
９
月
）

【
行
政
】

大
平
安
雄
「
〈
同
和
教
育
を
め
ぐ
る
動
向
・
長
野
〉
長
野
県
の
同
和
行
政
の

動
き
と
問
題
点
」
（
『
同
和
教
育
運
動
』
二
七
号
、
７
月
）

松
村
晃
一
「
同
和
対
策
事
業
の
完
了
め
ざ
し
住
民
の
自
立
・
自
覚
を
Ｉ
個
人

給
付
事
業
の
見
直
し
Ｉ
」

（
『
解
放
の
道
Ｉ
理
論
・
政
策
・
資
料
版
』
十
九
号
、
８
月
）

（
資
料
）
「
山
本
登
『
八
尾
市
同
和
対
策
事
業
に
関
す
る
中
間
提
言
②
』
」

（
同
右
）

領
家
穣
「
『
三
木
市
に
お
け
る
今
後
の
同
和
行
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て

（
答
申
）
』
を
読
ん
で
」
（
『
ひ
ょ
う
ご
部
落
解
放
』
二
○
号
、
９
月
）

古
谷
馨
「
へ
婦
人
部
活
動
特
集
〉
婦
人
部
運
動
の
到
達
点
と
課
題
」

（
『
解
放
の
道
ｌ
理
論
・
政
策
・
資
料
版
』
十
八
号
、
７
月
）

へ
特
集
〉
「
狭
山
事
件
特
別
抗
告
棄
却
を
批
判
す
る
」

（
『
部
落
解
放
』
二
三
一
一
一
号
、
８
月
）

山
上
益
朗
・
小
森
龍
邦
「
対
談
。
な
り
ふ
り
構
わ
ぬ
棄
却
決
定
」

中
山
武
敏
「
真
実
の
前
に
追
い
つ
め
ら
れ
た
最
高
裁
」

狭
山
事
件
の
真
相
を
糾
す
会
．
般
市
民
を
愚
弄
す
る
棄
却
文
を
糾
弾

す
る
」

石
川
一
郎
「
最
高
裁
決
定
に
想
う
」

日
高
六
郎
「
〈
真
実
〉
を
追
求
す
る
た
め
に
」

八
木
晃
介
「
真
実
究
明
を
恐
れ
る
裁
判
構
造
Ｉ
〈
裁
く
者
〉
〈
裁
か
れ

る
者
〉
の
逆
転
を
」

土
方
鉄
「
狭
山
特
別
抗
告
棄
却
決
定
を
批
判
す
る
Ｉ
①
ス
コ
ッ
プ
の

土
壌
に
つ
い
て
」

野
間
宏
・
佐
木
隆
三
・
免
田
栄
ほ
か
「
狭
山
事
件
特
別
抗
告
棄
却

に
抗
議
の
声
」

部
落
解
放
同
盟
中
央
本
部
ほ
か
「
狭
山
事
件
特
別
抗
告
棄
却
に
た
い
す

る
抗
議
声
明
」

石
川
一
雄
「
獄
中
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
最
後
の
血
の
一
滴
ま
で
闘
う
」

最
高
裁
判
所
第
二
小
法
廷
「
（
資
料
）
狭
山
事
件
特
別
抗
告
棄
却
決
定

（
全
文
）
」

（
グ
ラ
ビ
ア
）
｜
‐
真
実
を
恐
れ
る
最
高
裁
」

上
杉
佐
一
郎
「
『
同
対
審
』
答
申
二
○
年
と
部
落
解
放
」

（
『
社
会
啓
発
情
報
」
二
六
号
、
８
月
）

辻
暉
夫
「
苦
し
み
の
日
々
を
越
え
て
Ｉ
あ
る
結
婚
」

（
『
部
落
解
放
』
二
一
一
一
二
号
、
７
月
）

（
資
料
）
「
部
落
解
放
基
本
法
案
」
（
同
右
）

（
編
集
部
）
「
友
好
深
め
た
中
央
婦
人
対
策
部
第
一
次
訪
中
団
Ｉ
保
育
所
、

万
元
戸
、
ひ
と
り
っ
子
」
（
同
右
）

【
運
動
】

編
集
部
「
〈
報
告
〉
『
仲
間
は
追
及
し
な
い
』
『
三
解
連
』
の
無
原
則
な

〃
差
別
糾
弾
〃
’
三
重
県
大
安
町
の
結
婚
差
別
事
件
に
か
か
わ
る
配
転
訴

訟
か
ら
」
（
同
右
）

〈
特
集
〉
「
い
ま
部
落
で
と
り
く
ま
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
」

（
『
部
落
』
四
五
九
号
、
７
月
）

三
塚
武
男
「
部
落
問
題
に
お
い
て
自
立
を
ど
う
考
え
る
か
Ｉ
職
場
と
く

ら
し
の
場
に
お
け
る
自
由
で
民
主
的
な
社
会
的
交
流
・
連
帯
の
ひ
ろ

が
り
を
め
ざ
し
て
」

山
本
敏
貢
「
自
立
の
た
め
の
地
域
づ
く
り
Ｉ
大
津
市
下
龍
華
地
区
の
と

り
く
み
に
学
ぶ
Ｉ
」

〈
隣
保
館
を
中
心
と
し
た
と
り
く
み
〉

服
部
嘉
雄
「
北
比
江
地
区
の
と
り
く
み
」

猪
村
和
已
「
宰
本
町
で
の
と
り
く
み
」

編
集
部
「
働
く
こ
と
を
通
じ
て
自
覚
・
自
立
を
Ｉ
堺
市
同
和
地
域
振
興

協
会
を
訪
ね
て
Ｉ
」

岩
本
直
「
（
現
地
報
告
）
愛
媛
県
で
行
な
わ
れ
て
い
る
差
別
糾
明
会
事
件

の
問
題
点
」
（
同
右
）

杉
浦
顕
勝
「
（
動
向
）
〈
運
動
〉
和
歌
山
で
も
就
職
差
別
撤
廃
共
闘
会
議
結

成
」
（
同
右
）

（
編
集
部
）
「
広
島
県
立
図
書
館
『
図
書
破
棄
』
事
件
の
そ
の
ご
」

（
『
国
民
融
合
通
信
』
一
三
一
一
一
号
、
７
月
）

嶋
津
良
夫
「
東
日
本
で
初
の
就
識
共
闘
Ｉ
群
馬
で
結
成
」
（
同
右
）

山
内
康
雄
一
‐
八
鹿
・
朝
来
暴
力
事
件
今
後
の
た
た
か
い
Ｉ
大
阪
高
裁
控
訴
審

に
向
け
て
」
（
『
同
和
教
育
運
動
』
一
一
七
号
、
７
月
）

友
永
健
三
「
な
ぜ
部
落
解
放
基
本
法
が
必
要
な
の
か
」
（
同
右
）

〈
身
元
調
査
規
制
条
例
を
ど
う
受
け
と
め
る
か
〉
（
同
右
）

高
野
真
澄
「
立
法
の
趣
旨
を
生
か
し
た
運
用
を
」

門
馬
幸
夫
「
悪
質
な
差
別
を
商
う
も
の
に
大
き
な
鉄
槌
」

秦
野
八
重
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
原
則
に
そ
っ
て
い
る
」

田
村
正
男
「
前
進
へ
の
一
歩
に
す
ぎ
な
い
」

清
水
宣
行
「
問
い
直
さ
れ
る
企
業
体
質
」

松
山
博
則
「
部
落
周
辺
地
域
共
闘
の
め
ざ
す
も
の
」
（
同
右
）

師
岡
佑
行
「
狭
山
事
件
と
そ
の
闘
い
の
歴
史
か
ら
ｌ
最
高
裁
判
所
の
再
審
特

別
抗
告
棄
却
に
さ
い
し
て
」
（
『
こ
ぺ
ろ
』
九
二
号
、
８
月
）

村
崎
勝
利
「
同
和
行
政
か
ら
の
自
立
を
め
ざ
す
全
解
連
の
課
題
」

（
『
部
落
』
四
六
一
号
、
８
月
）

林
信
一
郎
「
同
和
会
の
脱
税
請
負
事
件
」
（
同
右
）

下
村
則
夫
「
（
動
向
）
〈
運
動
〉
市
民
的
な
民
主
主
義
実
現
の
高
ま
り
の
な

か
で
Ｉ
茨
木
市
部
落
問
題
市
民
大
学
習
会
１
」
（
同
右
）

（
編
集
部
）
「
『
部
落
解
放
基
本
法
』
の
危
険
性
Ｉ
海
川
道
郎
弁
護
士
・
前

野
育
三
関
西
学
院
大
学
教
授
に
聞
く
」

（
『
解
放
の
道
ｌ
理
論
・
政
策
・
資
料
版
』
十
九
号
、
８
月
）

藤
谷
俊
雄
「
地
対
協
の
「
意
見
具
申
』
を
め
ぐ
っ
て
」

（
『
部
落
』
四
六
一
号
、
８
月
）

部
落
問
題
資
料
研
究
会
「
岐
路
に
立
つ
部
落
解
放
運
動
」
（
同
右
）

杉
之
原
寿
一
「
『
地
対
法
』
後
の
法
的
措
置
を
め
ぐ
る
論
議
を
実
り
あ
る
も

の
と
す
る
た
め
に
」
（
同
右
）

奥
山
峰
夫
「
部
落
差
別
の
法
的
規
制
と
解
放
理
論
の
状
況
」
（
同
右
）



､『
120 

く資料＞部落解放研究関係文献目録121 
橘
謙
「
八
鹿
・
朝
来
事
件
控
訴
審
第
一
回
公
判
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
」
（
『
部
落
問
題
Ｉ
調
査
と
研
究
』
五
七
号
、
８
月
）

高
野
真
澄
「
「
部
落
解
放
基
本
法
』
を
め
ぐ
る
論
議
に
つ
い
て
Ｈ
」

（
『
部
落
解
放
研
究
』
四
六
号
、
９
月
）

へ
特
集
〉
「
「
同
対
審
」
答
申
二
十
年
と
『
部
落
解
放
基
本
法
』
」

（
『
部
落
解
放
』
一
一
三
四
号
、
９
月
）

上
杉
佐
一
郎
「
答
申
、
「
特
別
措
置
法
』
を
生
み
出
し
た
も
の
」

小
森
龍
邦
「
「
部
落
解
放
基
本
法
』
制
定
要
求
の
闘
い
―

友
永
健
三
「
『
部
落
解
放
基
本
法
案
』
に
つ
い
て
」

部
落
解
放
基
本
法
制
定
要
求
国
民
運
動
中
央
実
行
委
員
会
「
へ
資
料
〉

部
落
解
放
基
本
法
案
」

今
泉
賢
三
「
同
和
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
基
本
的
法
律
を
」

吉
田
賢
作
「
答
申
二
十
年
を
振
り
返
る
」

川
本
勲
・
寺
澤
亮
一
・
林
力
ほ
か
「
『
同
対
審
』
答
申
二
十
年
に
思
う
」

三
国
連
太
郎
「
（
上
杉
佐
一
郎
Ｈ
Ｏ
Ｔ
ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｔ
）
宗
教
と
部
落
解
放
運

動
」
（
同
右
）

上
杉
佐
一
郎
・
上
田
卓
三
・
大
原
亨
「
追
悼
・
沖
本
泰
幸
代
議
士
」
（
同
右
）

土
方
鉄
「
狭
山
特
別
抗
告
棄
却
決
定
を
批
判
す
る
Ｉ
②
悲
鳴
等
に
つ
い

て
」
（
同
右
）

麻
田
光
広
「
八
鹿
差
別
弾
圧
裁
判
控
訴
審
の
審
理
に
あ
た
っ
て
」

（
『
ひ
ょ
う
ご
部
落
解
放
』
二
○
号
、
９
月
）

「
解
同
」
の
暴
力
か
ら
人
権
と
教
育
・
地
方
自
治
を
守
る
山
口
県
連
絡
会
議

「
（
現
地
報
告
）
下
松
市
末
武
中
へ
の
『
解
同
』
の
暴
力
的
『
糾
弾
』
に

つ
い
て
」
（
『
部
落
』
四
六
二
号
、
９
月
）

大
賀
正
行
「
（
研
究
部
長
ま
と
め
）
同
対
審
『
答
申
』
と
部
落
解
放
基

本
法
」

井
上
清
「
わ
れ
思
う
、
故
に
わ
れ
在
り
（
６
）
改
善
と
解
放
」

（
『
こ
ぺ
る
』
九
三
号
、
９
月
）

へ
特
別
企
画
・
現
代
資
本
主
義
と
部
落
差
別
〉

（
『
ひ
ょ
う
ご
部
落
解
放
』
二
○
号
、
９
月
）

鶴
嶋
雪
嶺
「
解
放
理
論
の
新
展
開
を
め
ぐ
っ
て
」

清
原
貞
雄
「
〈
史
料
紹
介
〉
堺
市
立
陵
西
中
学
校
関
係
の
同
和
教
育
史
料
に

つ
い
て
」
（
『
部
落
解
放
研
究
』
四
五
号
、
７
月
）

吉
田
賢
作
「
臨
教
審
の
教
育
論
議
を
こ
う
見
る
」

（
『
部
落
解
放
』
一
一
三
一
一
号
、
７
月
）

石
川
元
也
「
（
動
向
）
〈
行
政
〉
市
教
委
の
法
的
責
任
を
あ
い
ま
い
に
し
た

判
決
Ｉ
意
岐
部
東
小
教
育
正
常
化
要
求
弾
圧
事
件
Ｉ
」

（
『
部
落
』
四
五
九
号
、
７
月
）

へ
特
集
〉
「
保
育
の
公
的
保
障
と
は
」
（
『
は
ら
つ
ば
』
三
一
一
号
、
７
月
）

〈
い
ま
、
豊
中
で
は
〉

西
田
益
久
「
同
和
保
育
に
と
り
く
ん
で
Ｉ
先
生
、
同
和
保
育
大
事
に
し

て
や
」

山
根
叔
子
「
同
和
保
育
に
と
り
く
ん
で
ｌ
私
た
ち
が
大
切
に
し
て
い
る

も
の
」

へ
特
集
〉
「
『
い
じ
め
』
と
集
団
の
教
育
」

（
『
同
和
教
育
運
動
』
二
七
号
、
７
月
）

ｒ
ｒ
＃
ｆ
ｔ
Ｉ
Ｉ
ｆ
ｆ
ｌ
ト
ー
ト
ー
厭
伝
ｈ
ｉ
ｒ
か
巴
酢
＆
⑩
匹
瓜
風
Ｂ
け
贋
炉
住
厭
い
民
賦
房
睦
伊
瞬
仏
時
Ｅ
夙
匹
Ｌ
ｋ
に
ｈ
上
原
浄
Ｆ
且
Ｋ
γ
盾
撞
Ｂ
ｔ
Ｐ
侈
脳
；
↓
炉
Ｐ
Ｆ
Ｆ
胆
ｌ
０
Ｉ
ｌ
ｌ
；
叱
爪
ｆ
；
Ｌ
ｆ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
旧
卜
「
ｈ
ｌ
１
Ｆ
ｒ
←
し
Ｐ
▼
ｒ
ｎ
Ｌ
Ｆ
写
し
貯
牌
ｂ
ｆ
什
撰
舷
間
暦
麓
８
野
■
候
恐
侭
区
除
段
院
骨
蹴
叶
い
吟
澤
碑
、
囹
置
應
凶
』
ｍ
ｅ
←
伊
以
ｈ
Ｐ
砂
叶
・
▼
好
一
０
６
Ｆ
』
の
Ｐ
７
．
，
４
Ｌ
催
・
邑
・
・
Ｉ
Ｆ
一
一
』
」
□
し
，
鯏
仁
８
，
‐
伊
豐
Ｐ
ｒ
眼
ｌ
ｒ
‐
心
仏
鬘
一
Ｉ
ｉ
・
薑
‐
０
，
←
い
，
〆
”
，
．
■
，
Ｃ
ｌ
・
・
・
Ｉ
鮴
，
ｒ
，
・
い
」
Ｐ
．
？
「
・
Ｉ
ｊ
４

Ｔ
＃
 

【
解
放
教
育
】

田
中
耕
一
郎
「
逆
流
を
排
し
『
窓
口
一
本
化
』
を
打
破
ろ
」
（
同
右
）

奥
山
峰
夫
「
（
動
向
）
〈
行
政
〉
『
興
信
所
条
例
』
適
用
基
準
（
案
）
に
つ

い
て
」
（
同
右
）

【
理
論
】

渡
辺
俊
雄
「
戦
後
部
落
史
の
研
究
と
「
国
民
的
融
合
』
論
批
判
」

（
『
部
落
解
放
研
究
』
四
五
号
、
７
月
）

井
上
清
「
わ
れ
思
う
、
故
に
わ
れ
在
り
（
４
）
い
ま
の
権
力
に
何
も
期
待

で
き
な
い
」
（
『
こ
ぺ
る
』
九
一
号
、
７
月
）

村
崎
勝
利
「
同
対
審
答
申
別
周
年
の
地
点
に
立
っ
て
’
第
辿
回
全
部
研
福
岡

市
で
開
催
Ｉ
」
（
『
部
落
」
四
五
九
号
、
７
月
）

池
田
孝
雄
「
（
書
評
）
真
田
是
・
箸
『
部
落
問
題
の
解
決
』
」

（
『
同
和
教
育
運
動
』
一
一
七
号
、
７
月
）

井
上
清
「
わ
れ
思
う
、
故
に
わ
れ
在
り
（
５
）
『
被
差
別
部
落
』
と
い
う

語
に
つ
い
て
」
（
『
こ
ぺ
る
』
九
一
一
号
、
８
月
）

中
村
正
「
（
動
向
）
〈
研
究
〉
国
民
的
融
合
論
の
新
し
い
局
面
Ｉ
『
部
落

問
題
研
究
』
聡
輯
の
特
集
ｌ
」
（
『
部
落
』
四
六
一
号
、
８
月
）

山
口
正
之
「
解
同
新
綱
領
を
め
ぐ
る
理
論
問
題
Ｉ
国
民
的
融
合
論
の
発
展
の

た
め
に
」
（
『
部
落
問
題
研
究
』
八
四
号
、
８
月
）

奥
山
峰
夫
「
部
落
差
別
の
法
的
規
制
と
解
放
理
論
の
状
況
」

（
『
部
落
』
四
六
一
号
、
８
月
）

へ
第
七
回
全
国
部
落
解
放
研
究
者
集
会
（
報
告
）
ｖ

（
『
部
落
解
放
研
究
」
四
六
号
、
９
月
）

大
賀
正
行
「
国
民
融
合
論
批
判
と
部
落
解
放
理
論
」

芦
名
猛
夫
「
〈
中
学
校
で
の
と
り
く
み
〉
私
た
ち
の
人
権
宣
言
・
明
日

に
生
き
る
Ｉ
堺
市
立
殿
馬
場
中
学
校
生
徒
会
『
い
じ
め
』
克
服
の
と

り
く
み
」

西
躰
実
佐
子
「
〈
高
校
で
の
と
り
く
み
〉
基
本
的
人
権
を
守
る
ホ
ー
ム

ル
ー
ム
づ
く
り
」

〈
小
特
集
〉
「
『
教
育
改
革
』
と
高
校
入
試
制
度
」
（
同
右
）

西
端
平
吉
「
岡
山
県
に
お
け
る
同
和
教
育
を
め
ぐ
る
重
大
事
態
Ｉ
吹
き
あ
れ

る
教
育
統
制
・
教
育
反
動
の
嵐
」
（
『
同
和
教
育
運
動
』
二
七
号
、
７
月
）

山
崎
充
宣
「
〈
レ
ポ
ー
ト
・
同
和
教
育
運
動
Ｉ
〉
｜
方
的
な
同
和
校
化
に
抗

し
て
Ｉ
大
阪
・
大
東
市
立
深
野
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
学
校
の
共
同
声
明
ま

で
」
（
同
右
）

上
田
佳
子
「
〈
レ
ポ
ー
ト
・
同
和
教
育
運
動
Ⅱ
〉
『
解
同
』
の
教
育
介
入
を

受
け
、
現
場
は
Ｉ
糾
弾
会
に
参
加
せ
ず
、
あ
た
り
ま
え
の
教
育
を
す
す
め

る
た
た
か
い
」
（
同
右
）

田
村
廸
夫
「
〈
レ
ポ
ー
ト
・
同
和
教
育
運
動
Ⅲ
〉
高
校
生
人
権
・
部
落
問
題

研
究
集
会
を
め
ぐ
っ
て
」
（
同
右
）

大
谷
猛
夫
「
〈
同
和
教
育
を
め
ぐ
る
動
向
・
東
京
〉
東
京
の
同
和
教
育
行
政

Ｉ
研
究
指
定
校
方
式
の
問
題
点
」
（
同
右
）

大
平
安
雄
「
〈
同
和
教
育
を
め
ぐ
る
動
向
・
長
野
〉
長
野
県
の
同
和
行
政
の

動
き
と
問
題
点
」
（
同
右
）

へ
第
９
回
大
学
同
和
教
育
研
究
会
報
告
〉
（
『
部
落
』
四
六
○
号
、
８
月
）

東
上
高
志
「
『
臨
教
審
』
と
大
学
同
和
教
育
」

梅
田
修
「
教
育
内
容
〈
四
年
制
、
教
職
科
目
〉
」

河
野
通
博
「
教
育
内
容
〈
四
年
制
、
｜
般
・
専
門
科
目
〉
」
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石
田
眞
一
［
教
育
内
容
〈
短
期
大
学
〉
」

井
手
幸
喜
「
大
学
と
部
落
問
題
」

〈
特
集
〉
「
『
月
刊
ど
の
子
も
伸
び
る
』
一
○
○
号
」

（
『
月
刊
ど
の
子
も
伸
び
る
』
一
○
○
号
、
８
月
）

佐
古
田
好
一
「
同
授
研
の
歩
み
」

杉
山
明
男
「
文
学
の
実
践
に
つ
い
て
」

村
橋
端
「
同
授
研
（
は
ぐ
る
ま
）
と
社
会
科
・
部
落
問
題
学
習
」

村
橋
端
「
生
活
を
考
え
、
生
活
か
ら
考
え
る
」

河
瀬
哲
也
「
劇
画
『
源
と
平
太
』
で
の
授
業
実
践
Ｉ
マ
ン
ガ
の
中
へ
出
て
い

っ
て
言
い
た
い
ほ
ど
私
は
お
こ
り
ま
し
た
」
（
同
右
）

村
橋
端
「
子
ど
も
の
く
ら
し
と
心
と
か
ら
だ
第
５
回
Ｉ
目
の
ウ
ロ
戸
一

（
同
右
）

東
上
高
志
「
転
換
点
に
た
っ
た
同
和
教
育
」

（
『
部
落
」
四
六
一
号
、
８
月
）

国
塩
忠
昭
「
民
主
教
育
攻
撃
の
現
段
階
と
民
教
連
運
動
Ｉ
県
民
の
た
め
の
教

育
行
政
を
求
め
て
」
（
『
部
落
問
題
Ｉ
調
査
と
研
究
』
五
七
号
、
８
月
）

鈴
木
祥
蔵
「
臨
教
審
の
動
向
と
教
育
改
革
の
課
題
１
第
一
次
答
申
を
よ
ん

で
１
」
（
『
部
落
解
放
研
究
』
四
六
号
、
９
月
）

森
実
「
学
力
総
合
実
態
調
査
へ
の
期
待
と
展
望
」
（
同
右
）

へ
特
集
〉
「
東
京
の
解
放
教
育
」

（
『
東
京
部
落
解
放
研
究
』
四
四
。
四
五
号
、
９
月
）

武
藤
啓
司
「
第
訂
回
全
同
教
東
京
大
会
の
成
功
を
目
指
し
、
実
践
の
質

の
確
認
と
深
化
を
’
京
京
の
同
和
教
育
運
動
の
現
状
と
課
題
Ｉ
」

岩
田
明
夫
「
実
践
報
告
地
域
を
学
ぶ
Ｉ
墨
田
区
木
下
川
小
で
の
実
践

久
保
田
洋
「
ア
ジ
ア
人
権
セ
ン
タ
ー
の
設
立
を
考
え
る
③
ｌ
ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域
に
お
け
る
人
権
機
構
設
立
へ
の
動
き
ｌ
〃
特
に
そ
の
最
新
の
動

き
〃
」
（
『
部
落
解
放
研
究
』
四
五
号
、
７
月
）

ス
レ
イ
マ
ン
。
ラ
ェ
ク
「
（
海
外
研
究
動
向
）
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
民
族
統

一
問
題
」
（
同
右
）

部
落
解
放
研
究
所
人
権
部
会
「
（
資
料
紹
介
）
人
種
差
別
撤
廃
条
約
第
四
条
・

七
条
の
実
施
に
関
す
る
研
究
報
告
ｕ
」
（
同
右
）

モ
ー
ド
Ⅱ
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
神
野
明
訳
「
南
ア
フ
リ
カ
人
女
性
の
語
る
ア
パ
ル

ト
ヘ
イ
ト
」
（
『
こ
ぺ
る
』
九
一
号
、
７
月
）

へ
特
集
〉
「
保
育
の
公
約
保
障
と
は
」
（
『
は
ら
っ
ぽ
』
三
一
一
号
、
７
月
）

〈
い
ま
、
豊
中
で
は
〉

豊
中
市
職
員
組
合
保
育
所
職
場
委
員
会
「
は
じ
め
に
ｌ
保
育
労
働
者
と

し
て
」

上
嶋
加
律
子
「
障
害
児
共
同
保
育
に
と
り
く
ん
で
ｌ
障
害
児
の
親
と
な

っ
て
」

豊
中
市
職
員
組
合
保
育
所
職
場
委
員
会
「
障
害
児
保
育
に
と
り
く
ん
で

Ｉ
豊
中
市
の
障
害
児
保
育
」

三
木
祥
子
「
障
害
児
共
同
保
育
に
と
り
く
ん
で
’
共
に
育
つ
」

荻
田
哲
男
「
住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
に
つ
い
て
Ｉ
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保

護
、
住
民
基
本
台
帳
公
開
制
限
」
（
『
部
落
解
放
」
一
一
三
一
一
一
号
、
８
月
）

永
井
和
子
「
ア
メ
リ
カ
の
差
別
・
偏
見
研
究
の
動
向
」

（
『
社
会
啓
発
情
報
」
二
六
号
、
８
月
）

【
人
権
】

か
ら
」

甲
谷
雄
二
「
実
践
報
告
生
徒
に
あ
わ
せ
て
学
校
を
創
る
Ｉ
南
葛
飾
高

校
に
お
け
る
『
同
和
』
教
育
の
歩
み
」

資
料
集
検
討
グ
ル
ー
プ
「
都
教
委
編
『
人
権
尊
重
教
育
の
推
進
〃
同
和

教
育
の
た
め
の
資
料
集
〃
』
批
判
」

生
越
忠
・
川
元
祥
一
・
藤
沢
靖
介
・
松
浦
利
貞
只
座
談
会
）
差
別
・

教
育
・
近
代
化
を
考
え
る
Ｉ
生
越
忠
氏
を
囲
ん
で
」

関
学
解
放
教
育
を
考
え
る
会
「
南
武
庫
之
荘
地
区
実
地
研
修
の
報
告
」

（
『
ひ
ょ
う
ご
部
落
解
放
』
一
一
○
号
、
９
月
）

川
向
秀
武
「
（
提
言
）
部
落
解
放
教
育
推
進
に
と
っ
て
こ
こ
ろ
し
て
お
き
た

い
こ
と
」
（
『
部
落
解
放
史
ふ
く
お
か
』
三
九
号
、
９
月
）

松
永
唯
道
「
（
書
評
）
『
子
ど
も
の
い
る
風
景
』
（
中
山
眞
也
署
）
を
読
ん

で
」
（
同
右
）

東
上
高
志
「
〈
今
月
の
部
落
問
題
・
同
和
教
育
〉
正
し
い
促
進
教
育
を
⑪
Ｉ

岸
本
・
藤
原
氏
の
仕
事
と
同
和
教
育
」

（
『
月
刊
ど
の
子
も
伸
び
る
』
一
○
一
号
、
９
月
）

寺
本
了
恵
「
〈
学
校
訪
問
〉
滋
賀
県
犬
上
郡
甲
良
町
立
甲
良
東
小
学
校
」

（
同
右
）

中
村
正
「
〈
教
師
訪
問
〉
三
木
俊
一
先
生
（
西
宮
市
南
甲
子
園
小
学
校
）
」

（
同
右
）

佐
古
田
好
一
「
断
章
・
意
欲
は
生
活
に
根
ざ
す
」
（
同
右
）

広
島
県
会
議
「
広
島
県
で
ま
た
教
師
自
殺
事
件
Ｉ
県
北
庄
原
市
で
『
解
同
』

教
育
介
入
」
（
『
国
民
融
合
通
信
』
一
三
五
号
、
９
月
）

高
木
典
子
「
課
題
を
山
積
み
し
て
出
発
『
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
』
」
（
同
右
）

佐
藤
英
善
「
行
政
情
報
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
」

（
『
人
権
通
信
』
二
六
号
、
８
月
）

（
資
料
）
「
文
部
省
『
児
童
生
徒
の
い
じ
め
の
問
題
に
関
す
る
指
導
の
充
実

に
つ
い
て
』
」
（
同
右
）

元
井
一
郎
「
『
ユ
ネ
ス
コ
》
人
権
教
育
に
関
す
る
国
際
会
議
』
最
終
文
書
に

つ
い
て
Ｉ
人
権
教
育
・
啓
発
の
展
開
と
ユ
ネ
ス
コ
の
活
動
Ｉ
」

（
『
部
落
解
放
研
究
』
四
六
号
、
９
月
）

平
沢
安
政
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
人
権
教
育
ｌ
比
較
研
究
の
発
展
に
む
け

て
Ｉ
」
（
同
右
）

畑
律
江
「
〈
ナ
イ
ロ
ビ
報
告
〉
女
た
ち
と
会
い
、
〈
人
間
〉
と
出
逢
う
」

（
『
部
落
解
放
』
二
三
四
号
、
９
月
）

小
川
雅
由
「
『
５
．
ｕ
通
達
』
以
降
ｌ
外
登
法
改
正
、
指
紋
押
な
つ
制
度
撤

廃
闘
争
の
現
局
面
」
（
『
ひ
ょ
う
ご
部
落
解
放
』
二
○
号
、
９
月
）

永
井
清
彦
「
（
海
外
ノ
ー
ト
）
『
ナ
チ
ス
残
党
に
時
効
は
な
い
の
か
』
を
め

ぐ
っ
て
」
（
同
右
）

趙
昌
國
「
多
民
族
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
を
求
め
て
『
少
数
民
族
学
』

と
は
何
か
」
（
同
右
）

山
崎
元
一
「
古
代
イ
ン
ド
の
差
別
Ｉ
シ
ュ
ー
ド
ラ
と
不
可
触
民
Ｉ
」

（
『
部
落
解
放
史
ふ
く
お
か
』
三
九
号
、
９
月
）

古
谷
馨
「
（
動
向
）
〈
運
動
〉
『
平
等
・
発
展
・
平
和
』
の
連
帯
の
輪
ひ

ろ
が
る
Ｉ
ナ
イ
ロ
ビ
で
国
連
婦
人
ｎ
年
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｉ
」

（
『
部
落
』
四
六
二
号
、
９
月
）

善
元
幸
夫
「
引
揚
げ
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
の
日
本
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
」
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Ｆ
ｒ
Ｉ
ｂ
・
Ｔ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
瞳
・
膜
’
凶
Ｉ
Ｎ
Ｉ
＃
ｔ
卜
偲
１
ｋ
卿
Ｒ
ｋ
ｈ
‐
ｆ
Ｐ
鵬
Ｉ
Ｆ
毒
ｒ
ｒ
に
し
い
い
．
卜
億
陦
吋
世
田
協
い
献
臥
Ｌ
Ｉ
ｒ
営
腰
肺
ば
け
ｉ
鷺
は
；
‐
甑
１
４
幽
肘
鴬
例
ｉ
脾
ト
ル
・
腋
Ｆ
ぽ
い
Ｂ
ｂ
ｒ
ｒ
Ｈ
ｒ
ｌ
Ｉ
．
ｒ
』
ｔ
ト
ー
Ⅲ
Ｆ
Ⅵ
‐
Ⅱ
．
ｒ
Ｉ
Ⅲ
，
６
川
‐
‐
・
↑
が
ｒ
牛
い
‐
し
Ｉ
町
税
Ⅲ
Ⅲ
．
“
》
．
’
”
牛
．
ｈ
小
吟
．
）
』
》
隈
尻
可
興
“
・
ひ
し
い
ｈ
硝
膀
鬮
誕
轌
岼
鎬
渡
陥
峪
臘
勾
べ
い
削
桝
，
「
原
小
鮓
「
ｗ
鮖
吟
世
暉
円
乢
鰻
艤
伽
恥
・
い
、
【
・
・
小
．
、
『
鼎
・
該
』
」

（
『
福
祉
労
働
』
二
八
号
、
９
月
）

長
浜
幸
「
共
に
生
き
る
道
は
ひ
ら
け
な
い
雇
用
率
制
度
Ｉ
労
働
省
〃
精
神

薄
弱
者
の
就
業
状
況
調
査
〃
」
（
同
右
）

渡
辺
鋭
気
「
〈
現
場
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
〉
新
保
守
主
義
時
代
の
全
障
連
運
動
」

（
同
右
）

堀
利
和
「
〈
現
場
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
〉
教
育
に
お
け
る
も
う
ひ
と
つ
の
障

害
者
差
別
Ｉ
普
通
学
校
へ
の
全
盲
教
員
採
用
を
め
ぐ
っ
て
」
（
同
右
）

吉
岡
誠
「
検
証
ｌ
身
体
障
害
者
一
雇
用
促
進
法
」
（
同
右
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
一
分
科
会
実
行
委
員
会
「
日
本
弁
護
士
連
合
会
第
肥
回
人

権
擁
護
大
会
へ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
１
分
科
会
〉
基
調
報
告
書
レ
ジ
ニ
メ
・

学
校
生
活
と
子
ど
も
の
人
権
Ｉ
校
則
、
体
罰
、
警
察
へ
の
依
存
を
め
ぐ
っ

て
」
（
『
自
由
と
正
義
』
三
六
巻
九
号
、
９
月
）

西
嶋
勝
彦
「
徳
島
事
件
の
再
審
無
罪
判
決
に
よ
せ
て
１
日
弁
連
二
七
年
間
の

活
動
の
あ
と
」
（
同
右
）

乾
武
俊
「
被
差
別
部
落
伝
承
文
化
論
序
説
ロ
ー
柳
田
民
俗
学
再
考
」

（
「
部
落
解
放
研
究
』
四
五
号
、
７
月
）

沖
浦
和
光
「
芸
能
史
に
お
け
る
〈
散
所
〉
と
〈
河
原
〉
Ｉ
芸
能
は
、
な
ぜ
賎

民
層
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
の
か
（
そ
の
三
）
」

（
『
部
落
解
放
』
一
一
三
一
一
号
、
７
月
）

多
田
恵
美
子
「
連
載
。
歌
い
継
ご
う
部
落
の
伝
承
歌
第
三
回
Ｉ
春
駒
Ｉ

湯
浅
、
貝
塚
、
西
郡
」
（
同
右
）

東
上
高
志
「
劇
画
・
部
落
史
学
習
シ
リ
ー
ズ
１
劇
画
『
源
と
平
太
」
の
学

習
を
ノ
」
（
『
部
落
』
四
五
九
号
、
７
月
）

北
川
鉄
夫
「
う
の
目
允
か
の
目
４
１
作
品
の
命
運
」
（
同
右
）

東
上
高
志
「
劇
画
『
源
と
平
太
』
の
学
習
を
／
」

（
『
月
刊
ど
の
子
も
伸
び
る
」
九
九
号
、
７
月
）

森
本
景
武
「
演
劇
『
青
き
布
団
に
く
る
ま
り
て
Ｉ
石
川
一
雄
の
た
た
か
い
」

全
国
巡
演
を
願
っ
て
」
（
『
部
落
解
放
」
一
一
三
一
一
一
号
、
８
月
）

日
野
範
之
「
部
落
き
の
う
き
ょ
う
あ
す
①
Ｉ
竹
篭
の
里
ｌ
高
知
・
戸
波
伝

統
産
業
の
危
機
と
再
生
へ
の
努
力
」
（
同
右
）

へ
創
る
ｌ
み
ん
な
で
つ
く
る
文
化
の
ペ
ー
ジ
〉
（
同
右
）

【
社
会
啓
発
】

へ
特
集
〉
「
差
別
事
件
と
社
会
啓
発
」
（
『
部
落
解
放
』
一
一
三
一
一
号
、
７
月
）

山
中
多
美
男
「
最
近
の
差
別
事
件
か
ら
Ｉ
啓
発
を
す
す
め
る
た
め
に
」

上
平
桂
士
「
住
友
金
属
で
は
今
…
…
」

こ
う
の
さ
だ
と
「
岡
崎
工
業
の
実
践
」

日
向
市
職
員
部
落
解
放
研
究
会
「
『
感
動
』
か
ら
『
差
別
認
識
』
へ
１

解
放
研
運
動
の
現
状
と
課
題
」

宮
崎
一
喜
「
郵
便
局
に
お
け
る
『
同
和
』
研
修
ｌ
大
阪
小
包
集
中
局
を

例
に
」

年
意
識
調
査
結
果
の
報
告
」

杉
之
原
寿
一
「
調
査
結
果
に
つ
い
て
の
所
見
そ
の
１
」

池
田
孝
雄
「
調
査
結
果
に
つ
い
て
の
所
見
そ
の
２
」

内
海
誠
「
調
査
結
果
に
つ
い
て
の
所
見
そ
の
３
」

（
資
料
）
「
全
国
青
年
意
識
調
査
の
集
計
結
果
」

【
文
化
・
思
想
】

山
内
淳
一
「
上
尾
市
に
お
け
る
同
和
問
題
意
識
調
査
の
結
果
」

（
「
国
民
融
合
通
信
」
’
一
一
一
三
号
、
７
月
）

（
資
料
）
「
大
阪
人
権
歴
史
資
料
館
ガ
イ
ド
」

（
『
社
会
啓
発
情
報
』
一
一
六
号
、
８
月
）

枚
方
市
職
員
研
修
所
「
仕
事
と
直
結
し
た
職
場
研
修
へ
Ｉ
冠
婚
葬
祭
図
書
を

め
ぐ
っ
て
の
研
修
を
中
心
に
」
（
同
右
）

東
上
高
志
「
講
座
こ
れ
か
ら
の
社
会
啓
発
４
１
Ⅵ
啓
発
教
材
と
使
い
方
」

（
『
部
落
』
四
六
一
号
、
８
月
）

加
藤
敏
明
「
第
七
回
全
国
部
落
解
放
研
究
者
集
会
啓
発
・
運
動
部
門
会
議

（
報
告
）
」
（
『
部
落
解
放
研
究
』
四
六
号
、
９
月
）

へ
特
集
〉
「
啓
発
活
動
を
考
え
る
」
（
『
部
落
』
四
六
一
一
号
、
９
月
）

東
上
高
志
「
民
主
的
な
社
会
啓
発
を
」

瀬
川
負
太
郎
「
北
九
州
市
の
市
民
啓
発
Ｉ
『
本
当
の
カ
タ
チ
が
見
え
ま

す
か
』
？
Ｉ
」

編
集
部
「
昭
和
印
年
度
同
和
啓
発
関
係
資
料
展
示
会
に
見
る
Ｉ
社
会
啓

発
資
料
の
概
要
」

正
木
美
穂
「
京
都
市
の
社
会
啓
発
の
と
り
く
み
に
つ
い
て
Ｉ
私
は
こ
う

思
う
１
京
都
市
の
同
和
行
政
」

寿
岳
章
子
「
映
画
『
友
情
』
〈
監
督
若
杉
光
夫
〉
」

東
上
高
志
「
講
座
こ
れ
か
ら
の
社
会
啓
発
５
１
Ｖ
啓
発
内
容
を
考
え
る
前

に
」
（
同
右
）

へ
部
落
問
題
に
つ
い
て
の
全
国
青
年
意
識
調
査
特
集
〉

（
『
解
放
の
道
ｌ
理
論
・
政
策
・
資
料
版
』
二
十
号
、
９
月
）

全
国
部
落
解
放
運
動
連
合
会
青
年
部
「
部
落
問
題
に
つ
い
て
の
全
国
青

大
阪
・
西
成
よ
み
か
き
教
室
「
〈
詩
〉
家
族
を
見
つ
め
て
」

福
田
雅
子
「
出
会
い
〃
や
さ
し
さ
〃
の
波
紋
か
ら
」

（
『
社
会
啓
発
情
報
』
二
六
号
、
８
月
）

佐
藤
安
男
「
聞
き
書
き
・
ア
コ
さ
ん
の
経
験
〈
そ
の
一
▽
」

（
『
部
落
」
四
六
一
号
、
８
月
）

川
端
俊
英
「
本
棚
・
部
落
問
題
を
と
り
あ
げ
た
百
の
小
説
」
（
同
右
）

北
川
鉄
夫
「
う
の
目
た
か
の
目
５
１
古
書
イ
ン
フ
レ
」
（
同
右
）

深
沢
安
治
「
部
落
問
題
と
の
出
会
い
Ｉ
深
夜
放
送
の
映
画
紹
介
が
」
（
同
右
）

長
谷
川
善
計
「
部
落
問
題
の
解
決
と
文
化
問
題
」

（
『
部
落
』
四
六
一
号
、
８
月
）

日
野
範
之
「
部
落
き
の
う
き
ょ
う
あ
す
②
ｌ
被
爆
と
部
落
Ｉ
広
島
県
連
被
爆

一
一
世
の
会
政
平
智
春
さ
ん
に
聞
く
」

（
「
部
落
解
放
」
二
三
四
号
、
９
月
）

多
田
恵
美
子
「
連
載
。
歌
い
継
ご
う
部
落
の
伝
承
歌
第
四
向
Ｉ
は
や
り
唄

Ｉ
お
や
ま
の
唄
」
（
同
右
）

山
中
正
義
「
土
佐
の
部
落
の
昔
ぱ
な
し
世
間
ぱ
な
し
そ
の
４
１
冗
談
念
仏
」

（
同
右
）

大
島
文
司
一
‐
〈
映
像
時
評
〉
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
、
も
っ
と
映
像
に
引
き
よ
せ

た
論
議
を
ノ
ー
第
五
回
反
差
別
映
画
祭
を
観
て
」

（
『
東
京
部
落
解
放
研
究
』
四
四
・
四
五
号
、
９
月
）

川
元
祥
一
「
小
説
〈
連
載
第
四
回
〉
幻
の
川
を
渡
れ
」
（
同
右
）

北
川
鉄
夫
「
う
の
目
た
か
の
目
６
Ｉ
関
東
大
震
災
こ
ぼ
れ
話
」

（
『
部
落
』
四
六
二
号
、
９
月
）

植
山
光
朗
「
部
落
問
題
と
の
出
会
い
Ｉ
住
民
運
動
と
の
か
か
わ
り
の
な
か
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【
宗
教
】

曹
洞
宗
人
権
擁
護
推
進
本
部
「
曹
洞
宗
に
お
け
る
部
落
問
題
へ
の
取
り
組

み
」
（
『
部
落
解
放
』
一
一
一
一
一
一
一
号
、
７
月
）

林
カ
ー
『
同
和
問
題
に
と
り
く
む
福
岡
県
宗
教
者
連
絡
協
議
会
」
結
成

に
お
も
う
」
（
「
部
落
解
放
」
一
一
三
一
一
一
号
、
８
月
）

望
月
廣
三
「
親
驚
の
解
放
運
動
論
ｌ
そ
の
一
視
点
⑥
」

（
『
ひ
ょ
う
ご
部
落
解
放
」
二
○
号
、
９
月
）

【
通
史
】

小
林
宏
「
部
落
問
題
と
の
出
会
い
’
六
○
年
安
保
闘
争
の
最
中
に
Ｉ
」

（
『
部
落
』
四
五
九
号
、
７
月
）

藤
谷
俊
雄
「
連
載
・
二
○
世
紀
に
生
き
る
ｌ
あ
る
イ
ン
テ
リ
の
自
伝
的
歴
史

㈱
一
一
・
二
六
事
件
」
（
同
右
）

石
田
眞
一
「
部
落
の
青
春
Ｉ
揚
子
江
の
流
れ
ｌ
」

（
「
月
刊
ど
の
子
も
伸
び
る
」
九
九
号
、
７
月
）

〈
特
集
〉
「
戦
後
四
○
年
と
部
落
問
題
」
（
『
部
落
』
四
六
一
号
、
８
月
）

藤
谷
俊
雄
「
戦
後
四
○
年
を
問
う
」

馬
原
鉄
男
「
戦
後
四
○
年
と
部
落
問
題
ｌ
北
原
。
三
木
。
中
西
氏
の
生

き
方
を
と
お
し
て
Ｉ
」

〈
わ
た
し
の
戦
後
四
○
年
〉

金
崎
是
「
部
落
問
題
と
被
爆
者
問
題
と
」

佐
古
田
好
一
「
『
は
ぐ
る
ま
』
誕
生
の
あ
と
さ
き
」

中
尾
健
次
「
近
世
部
落
史
研
究
の
現
状
と
課
題
」

（
『
部
落
解
放
研
究
』
四
五
号
、
７
月
）

山
路
興
造
「
近
世
に
生
き
る
人
び
と
２
１
鉢
叩
き
」

（
『
こ
ぺ
る
』
九
一
号
、
７
月
）

西
本
浩
一
一
Ｉ
東
日
本
『
部
落
の
歴
史
』
研
究
会
Ｉ
『
部
落
の
歴
史
東
日
本

篇
』
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
Ｉ
」
（
『
部
落
』
四
五
九
号
、
７
月
）

藤
本
済
二
郎
「
部
落
の
生
活
史
弱
Ｉ
和
歌
山
城
下
非
人
の
旅
船
木
上
げ
仲

間
」
（
同
右
）

中
村
泰
彦
「
〈
第
二
回
研
究
会
報
告
要
旨
〉
史
料
か
ら
み
た
大
和
高
田
被
差

別
部
落
の
歴
史
」
（
『
大
和
高
田
部
落
史
研
究
会
会
報
』
二
号
、
７
月
）

（
資
料
）
「
〈
史
料
紹
介
〉
牛
草
買
請
の
儀
に
つ
き
回
答
書
」
（
同
右
）

吉
田
漬
「
近
世
に
生
き
る
人
び
と
３
隠
坊
（
三
昧
聖
）
」

（
『
こ
ぺ
る
』
九
二
号
、
８
月
）

高
橋
秀
夫
「
〈
第
三
回
研
究
会
報
告
要
旨
〉
部
落
史
を
め
ぐ
る
基
本
的
な
考

え
か
た
に
つ
い
て
」
（
『
大
和
高
田
部
落
史
研
究
会
会
報
」
一
一
一
号
、
８
月
）

（
資
料
）
｜
‐
〈
史
料
紹
介
〉
草
場
売
券
」
（
同
右
）

黒
田
日
出
男
「
洛
中
洛
外
図
の
犬
神
人
」

（
『
部
落
問
題
研
究
』
八
四
号
、
８
月
）

鈴
木
則
子
「
（
紹
介
）
弁
ヶ
田
良
治
箸
『
近
世
村
落
の
身
分
構
造
』
」

例
文
化
運
動
と
人
民
戦
線
」
（
『
部
落
」
四
六
一
一
号
、
９
月
）

石
田
眞
｜
「
部
落
の
青
春
ｌ
恨
千
年
」

（
『
月
刊
ど
の
子
も
伸
び
る
』
一
○
一
号
、
９
月
）

で
」
（
同
右
）【
前
近
代
】

ｒ
Ｆ
』
餌
や
０
Ｌ
Ｐ
少
二
Ｆ
且
●
■
Ｆ
⑨
Ｌ
７
Ｄ
ロ
ロ
リ
ヮ
レ
０
匹
０
㈹
０
‐
Ｒ
Ｂ
Ｉ
‐
、
Ｊ
一
一
日
》
一
七

酒
本
数
三
郎
「
働
く
仲
間
と
と
も
に
四
十
年
」

手
塚
亮
一
「
長
す
ぎ
る
戦
後
」

西
門
民
江
「
私
の
あ
る
い
て
き
た
道
」

水
田
精
喜
一
「
未
完
成
の
記
録
」

光
岡
釦
郎
・
浅
津
亜
子
「
父
が
子
に
語
る
戦
後
の
部
落
問
題
〈
そ
の

一
〉
」

沢
田
留
治
・
沢
田
明
彦
「
父
が
子
に
語
る
戦
後
の
部
蓮
問
題
〈
そ
の

一
一
〉
」

藤
谷
俊
雄
「
連
載
・
二
○
世
紀
に
生
き
る
ｌ
あ
る
イ
ン
テ
リ
の
自
伝
的
歴
史

圃
『
学
生
評
論
』
参
加
」
（
同
右
）

石
田
眞
一
「
部
落
の
青
春
ｌ
太
陽
山
の
死
」

（
「
月
刊
ど
の
子
も
伸
び
る
』
一
○
○
号
、
８
月
）

岡
あ
き
ら
「
荊
冠
記
第
四
部
『
暁
雲
』
第
十
章
」

（
『
部
落
問
題
ｌ
調
査
と
研
究
』
四
七
号
、
８
月
）

山
口
圭
「
忘
れ
ぬ
う
ち
に
。
思
い
出
（
そ
の
５
）
Ｉ
事
実
は
事
実
と
し

て
」
（
同
右
）

木
田
豊
「
〈
研
究
ノ
ー
ト
か
ら
〉
部
落
史
研
究
の
理
論
問
題
Ｉ
姓
を
め

ぐ
っ
て
」
（
『
東
京
部
落
解
放
研
究
』
四
四
・
四
五
号
、
９
月
）

木
田
豊
編
「
〈
ス
ク
ラ
ッ
プ
帖
か
ら
〉
部
落
史
ニ
ュ
ー
ス
西
・
東
」
（
同
右
）

（
話
し
手
）
山
本
源
之
助
。
（
聞
き
手
）
田
宮
武
「
聞
き
書
き
。
部
落
解

放
の
人
た
ち
⑥
」
（
『
ひ
ょ
う
ご
部
落
解
放
』
一
一
○
号
、
９
月
）

（
資
料
）
｜
‐
（
報
告
）
第
四
回
九
州
地
区
部
落
解
放
史
研
究
交
流
会
」

（
『
部
落
解
放
史
ふ
く
お
か
』
三
九
号
、
９
月
）

藤
谷
俊
雄
「
連
載
・
二
○
世
紀
に
生
き
る
ｌ
あ
る
イ
ン
テ
リ
の
自
伝
的
歴
史

（
同
右
）

井
手
幸
喜
「
（
資
料
）
続
・
丹
波
国
莵
原
下
村
家
作
願
い
に
関
す
る
史
料
」

（
同
右
）

調
査
研
究
所
研
究
部
会
歴
史
（
前
近
代
）
「
〔
史
料
解
読
〕
渋
染
一
祭
の
倹

約
令
明
治
五
年
上
房
郡
の
騒
動
の
供
述
書
」

（
『
部
落
問
題
Ｉ
調
査
と
研
究
』
五
七
号
、
８
月
）

山
本
尚
友
「
近
世
に
生
き
る
人
び
と
４
青
屋
」

（
『
こ
ぺ
る
』
九
一
一
一
号
、
９
月
）

井
手
幸
喜
「
（
動
向
）
〈
研
究
〉
中
世
身
分
制
と
『
部
落
』
史
研
究
Ｉ
日
本

史
研
究
会
・
民
科
京
都
支
部
・
部
落
問
題
研
究
所
の
合
同
部
会
Ｉ
」

（
『
部
落
』
四
六
二
号
、
９
月
）

吉
田
栄
治
郎
「
〈
第
一
回
研
究
会
報
告
要
旨
〉
大
和
高
田
市
域
に
お
け
る
部

落
史
研
究
の
課
題
と
展
望
」

（
『
大
和
高
田
部
落
史
研
究
会
会
報
』
一
号
、
１
９
８
５
年
６
月
）

（
資
料
）
「
〈
史
料
紹
介
〉
六
尺
給
米
免
除
に
付
差
上
状
（
本
郷
町
・
堀
江

彦
三
郎
文
書
）
」
（
同
右
）

〈
特
集
〉
「
部
落
史
・
解
放
理
論
研
究
の
現
状
と
課
題
」

（
「
部
落
解
放
研
究
」
四
五
号
、
７
月
）

藤
野
豊
「
水
平
運
動
史
研
究
の
論
点
と
課
題
Ｉ
『
水
平
運
動
史
の
研

究
』
以
後
の
研
究
史
の
総
括
Ｉ
」

金
子
マ
ー
テ
ィ
ン
「
紡
績
工
業
と
被
差
別
部
落
再
論
Ｉ
若
干
の
疑
問
と

補
足
Ｉ
」

【
近
現
代
】

Ｃ
ｆ
》
・
壹
停
鳥
し
…
Ｉ
か
“
『
，
～
Ｐ
・
》
は
、
Ⅱ
乱
‐
・
Ｔ
ｂ
・
断
’
恥
７
Ｎ
ム
ワ
脳
臥
鈩
机
臥
し
ｆ
Ｌ
ン
」
Ｐ
←
一
睡
膨
良
・
Ｌ
ｒ
←
Ｉ
Ｐ
Ｉ
戸
…
・
』
Ｉ
卜
・
Ｆ
１
背
…
ｌ
Ｌ
ｌ
Ｓ
『
１
０
…
‐
・
ｉ
Ｐ
’
ｒ
ゲ
ｉ
卜
Ｉ
Ｆ
７
杯
い
Ｉ
」

Ｐ
合






